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『
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
』
の
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て

池

平

紀

子

序

「
誡
」
と
は
宗
敎

生
活
や
修
行
を
實

す
る
上
で
の
基
本

な
規
範
で
あ
る
が
、「
誡
」
に
關
す
る

敎

や
中
國
で
作
ら

れ
た
佛
敎

の
中
に
は
、「
身
體
」
の
疾
病
や
健
康
や
不
死
、

あ
る
い
は
神
仙
や
佛
・
菩
薩
な
ど
の
超
越

存
在
と
「
誡
」
と
を

關

づ
け
て

く
も
の
が
存
在
す
る
。
特
に
在
家
や

修
段
階
の

信
徒
に
授
け
ら
れ
る
「
誡
」
の

に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
傾
向

が
顯

に
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
一
例
と
し
て

敎
の
『
太

上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
』
に
見
え
る
「
六

智
慧
」
と
い
う
思
想

を
取
り
上
げ
、「
誡
」
と
「
身
體
」
と
「
神
」
と
の
關
係
に
つ
い

て
の
考
え
方
を

討
す
る
。
本
經
の
分
析
に
よ
っ
て
中
國
宗
敎
史

に
お
け
る
在
家
宗
敎
の

の
一
端
を

ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿

の
目

で
あ
る�１
）。

一
、
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

ま
ず
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

を

べ
た
い
。

こ
の
經
典
は
佛
典
の
體
裁
に
倣
い
、
元
始
天

が
太
上

君
に

六
種

の
誡
（
各
誡
は
六
條
か
ら
十
二
條
の
細
目
か
ら

る
。
便
宜

上
「
第
一
種
」
…
…
「
第
六
種
」
と
呼

す
る
）
を
授
け

法
す
る

子
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

元
始
天

、
開
皇
元
年
七

一
日
午
の
時
を
以
て
、
西
那
玉

一
九

『
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
』
の
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て
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國
、
鬱
刹
の
山
、

羅
の
嶽
、
長
桑
林
中
に
於
い
て
、
太
上

君
に
智
慧
上
品
大
誡
法

を
授
く
。（

Ｃ
Ｔ
一
七
七
｜
一
表�2
））

テ
キ
ス
ト
の
構

は
、
各
種
の
誡

に
細
目
が
箇
條
書
き
さ
れ
、

細
目
の
後
に
「
天

言
わ
く
」
と
し
て
散

形
式
で
元
始
天

の

法
部
分
が
續
く
形
式
が
六
種
の
誡
に
つ
い
て
繰
り

さ
れ
る
。

陸
修
靜
撰
『
靈
寶
經
目
』（
Ｐ
二
八
六
一�3
））
の
「
元
始
舊
經
」
第

十
三
項
目
に
は
、『
太
上
洞
玄
靈
寶
智
慧
上
品
大
誡
』
と
い
う
經

典
が

げ
ら
れ
、
本
經
は
こ
れ
に

相
當
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る�4
）。

つ
ま
り
古
靈
寶
經
典
で
あ
る
が
、

現
在
の
『

藏
』
で
は
『
太
上
洞

眞
智
慧
上
品
大
誡
』
と
改
題
さ
れ
、

洞
眞
部
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

で
は
「
洞
玄
」
か
ら
「
洞
眞
」

に
代
わ
っ
た
の
は
い
つ
な
の
か
。

現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
に
は

藏

本
・
輯

本
の
ほ
か
に
五
種
の
敦

煌
寫
本
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

・『
正
統

藏
』
洞
眞
部
誡
律

、
上

涵
芬
樓
本
第
七
七

（
雨
一
一
｜
一
六
葉
）、
Ｃ
Ｔ
一
七
七

・『

藏
輯

』
張
集
二
、
二
五
ー
三
六
葉

・
敦
煌
寫
本

Ｐ
二
四
六
一
（
完
本
）、
Ｐ
二
三
五
八
・
Ｓ
五

七
四
六
・
Ｓ
六
二
九
〇
・
Ｐ
三
七
九
三
（

）

敦
煌
寫
本
の
う
ち
の
四
種
は

で
あ
る
が
、

の
各
本
が

正
統

藏
本
の
ど
の
箇

に
對
應
す
る
か
を
示
し
た
の
が
【
表

一
】
で
あ
る�5
）。
完
本
で
あ
る
Ｐ
二
四
六
一
は
表
題
・
尾
題
と
も
に
、

で
あ
る
Ｐ
三
七
九
三
は
尾
題
を
「
太
上
洞
玄
靈
寶
智
慧
上
品

大
誡
」
に
作
っ
て
い
る
。
後
に
確

す
る
よ
う
に
、『
無
上

』

四
六
は
、
第
一
種
を
「
洞
玄
智
慧
十
誡
」
と
し
、
第
二
種
を

「
洞
玄
智
慧
十
二
可
從
誡
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
『
無
上

』

八
八
は
、
第
二
種
の
後
の
天

法
箇

（
こ
れ
は
第
一
種
・

第
二
種
に
つ
い
て
纏
め
て
言

し
た
も
の
）、

び
第
四
種
・
第
五

種
後
の
天

法
箇

を
引
用
し
、「
右
、
洞
玄
大
誡
經
に
出
ず
」

と
記
す
。
つ
ま
り
、『
無
上

』
が

書
し
た
と
さ
れ
る
北

末
（
六
世
紀
後

）
頃
、

び
敦
煌

書
が
書
か
れ
た

代
頃
ま

【表一】

敦煌寫本 正統 藏本

完本 P2461 CT177-1a-1～16b-8

P2358 CT177-4b-6～10b-7

S5746 CT177-5a-10～6b-3

S6290 CT177-6b-3～7b-6

P3793 CT177-15b-6～16b-8

二
〇

『
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
』
の
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て



東方宗敎（日本衜敎學會）128號 2016年

で
は
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
は
「
洞
玄
」
の

字

が
冠
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
從
っ
て
こ

の
テ
キ
ス
ト
は
、

代
以
降
、
正
統

藏
に
收

さ
れ
る
ま
で
に
「
洞
玄
」
か
ら
「
洞
眞
」
に

改
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
理
由
に
つ

い
て
は
後
に

討
す
る
。

に
現
行
の

藏
本
テ
キ
ス
ト
の

容
が
完

し
た
時
期
に
つ
い
て

討
し
た
い
。【
表
二
】

は

藏
本
・
輯

本
・
敦
煌
寫
本
、

び
本
經

を
多
く
引
用
す
る
『
無
上

』・

の
朱
法

滿
『

修
科
儀
誡
律
鈔
』、
一
部
引
用
す
る
そ

の
他
の

敎

書
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

藏
本
と
輯

本
と
の

に
は
若
干
字
體
の

い
が
あ
る
の
み
で
ほ
ぼ
異
同
は
な
く
、
一
方
、

敦
煌
本
の
各
種
寫
本
の

に
も
あ
ま
り
異
同
は

な
い
。
し
か
し

藏
本
・
輯

本
と
敦
煌
本
と

の

に
は
あ
る

度
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。
そ

の
異
同
を
『
無
上

』
を
始
め
と
す
る

書

【表二】

藏本 輯 本 敦煌寫本 無上
修科儀
誡律鈔

その他

1b-1 生 生 勿得(P2461) 勿得 勿得(CT524)

1b-8 推讓 推讓 讓義(P2461) 讓義 讓義 讓義(CT524,352)

3b-7 敬生 敬生 恒生(P2461) 恒生 恒生 常生(CT352,457)

3b-8 托生 托生 堕生(P2461) 生 生 隨生(CT352,457)

4a-10 萬神 萬神 神 (P2461) 神 (CT352,457)

6a-5 晴失瞳 晴失瞳 失童
(P2461,P2358)

失童
(S5746)

失瞳 失童 晴失 (CT178)

7b-3 飴之 飴之 飼之
(P2461,P2358)

飴之 飼之

8a-4 神王 神王 王
(P2461,P2358)

8a-10 妙義 妙義 妙
(P2461,P2358)

妙 妙 妙 (CT344,187,
787,1032)

8b-2 靜 靜 靜
(P2461,P2358)

淨供 （ 落） 靜治(CT344)
堂靖院(CT187)
淨治(CT787,1032)

8b-4 衆乏 衆乏 衆之
(P2461,P2358)

衆乏 （ 落） 衆乏(CT344)
供 (CT187)
衆供(CT787,1032)

10a-3 善念心體 善念心體 善心體洞
(P2461,P2358)

11a-2 智 慧聞 智 慧聞 智慧 聞
(P2461)

智 慧聞

16b-2 天 天 始
(P2461,P3793)

二
一

『
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
』
の
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て
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の
引
用
と
對
照
す
る
と
、

書
の
記

は

藏
本
・
輯

本
に

い
場
合
も
あ
る
が
比
較

敦
煌
本
に

い
場
合
が
多
い
こ
と
が
分

か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
敦
煌
本
以
降
、

藏
本
以

に
そ
れ
ま
で

傳
わ
っ
て
い
た
本
經
に
あ
る

度

字
の

集
が
加
わ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

に
各
誡
の
他

に
お
け
る
引
用

況
（
引
用
元
の

名

を

げ
て
い
る
も
の
）
や
收

況
（
引
用
元
の

名
を

げ
て

い
な
い
も
の
）
か
ら
、
更
に
テ
キ
ス
ト

立
の
時
代
を
特
定
し
た

い
。本

經
の
六
種

の
誡
に
つ
い
て
、
他
の

敎
經
典
に
同
一
の
誡

が
引
用
・
收

さ
れ
て
い
る
も
の
を
列

す
る
と
以
下
の
よ
う
に

な
る
。
引
用
元
の

名
と
し
て
本
經
の
名

や
他
の

の
名

を

げ
て
い
る
場
合
は
そ
れ
を
示
し
た
。

第
一
種
「
十
誡
」（

十
條
）

・『
洞
玄
靈
寶
齋

光
燭
誡
罰
燈

願
儀
』
陸
修
靜
撰
。
こ
の

十
誡
の

も
古
い
形
を
傳
え
る
と
さ
れ
る�6
）。

（
Ｃ
Ｔ
五
二
四
｜
八
表
）

・『
太
上
洞
玄
靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』

上

「
靈
寶
大
誡
」
と

す
。
元
始
舊
經
第
二
項
の
經
典
。

（
Ｃ
Ｔ
三
五
二
｜
一
｜
二
裏
）

・『
無
上

』

四
六

「
洞
玄
智
慧
十
誡
」
と
題
す
。
誡
の

條
目
の
み
。

（
Ｃ
Ｔ
一
一
三
八
｜
四
六
ー
九
表
）

・
同
右

三
五
「
大
誡
經
に
出
ず
」
と
あ
り
。（

三
五
｜
六
裏
）

・
同
右

四
八
「
金

經
に
出
ず
」
と
あ
り
。（

四
八
｜
四
裏
）

・
同
右

五
〇
「
大
誡
經
に
出
ず
」
と
あ
り
。（

五
〇
｜
三
裏
）

・『

修
科
儀
誡
律
鈔
』

五
「
大
誡
經
に
云
う
」
と
あ
り
。

（
Ｃ
Ｔ
四
六
三
｜
五
｜
一
表
）

・『
洞
玄
靈
寶
八

齋
宿

儀
』「

誡
威
儀
」
に
引
く
。

（
Ｃ
Ｔ
一
二
九
六
｜
六
表
）

・『
雲
笈
七
籤
』

三
九

「
修
齋
求

當
奉
十
誡
」

（
Ｃ
Ｔ
一
〇
三
二
｜
三
九
｜
一
八
表
）

・『
太
上
出
家
傳
度
儀
』

出
處
を
示
さ
ず
、
や
や
異
同
多
し
。

二
二

『
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
』
の
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て
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（
Ｃ
Ｔ
一
二
三
六
｜
八
裏
）

・『
靈
寶
領
敎
濟
度
金
書
』

一
六
「
科
儀
立

品
、
補
職

誡
儀
」
に
引
く
。

（
Ｃ
Ｔ
四
六
六
｜
一
六
ー
三
裏
）

・『
無
上

大
齋
立

儀
』

一
六

「
科
儀
門
一
」
に
引
き
、

に
「
智
慧
上
品
大
誡
經
に
出
ず
」
と
あ
り
。

（
Ｃ
Ｔ
五
〇
八
｜
一
六
｜
一
四
表
）

・
同
右

三
三
「
齋
法
修
用
門
、
釋

誡
」
に
引
く
。

（
三
三
｜
三
裏
）

・『
金

大
齋
補
職

誡
儀
』

（
Ｃ
Ｔ
四
八
六
｜
三
表
）

第
二
種
「
十
二
可
從
」（

十
二
條
）

・『
太
上
洞
玄
靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』

上

（
一
｜
三
表
）

・『
太
上
洞
玄
靈
寶
智
慧
罪
根
上
品
大
誡
經
』

上
「
元
始
舊

經
」
第
十
二
項
。

（
Ｃ
Ｔ
四
五
七
｜
一
｜
七
裏
）

・『
無
上

』

四
六

「
洞
玄
智
慧
十
二
可
從
誡
」
と
題
す
。

誡
の
條
目
の
み
。

（
四
六
｜
一
〇
表
）

・
同
右

八
八
「
右
出
洞
玄
大
誡
經
」
と
あ
り
。「
天

言

…
…
」
の
部
分
。

（
八
八
｜
八
裏
）

・『

修
科
儀
誡
律
鈔
』

五
「
十
二
可
從
」
と

し
、「
大
誡

經
に
云
う
」
と
あ
り
。

（
五
｜
三
裏
）

第
三
種
「
智
慧
閉
塞
六

上
品
誡
」（

六
條
）

・『
無
上

』

四
六

「
智
慧
閉
塞
六

上
品
誡
」
と
題
す
。

誡
の
條
目
の
み
。

（
四
六
｜
一
一
裏
）

・『

修
科
儀
誡
律
鈔
』

四

「
閉
塞
六

」
と

す
。

（
四
｜
二
裏
）

・『
三
洞
衆
誡

』

下

「
靈
寶

盟
閉
塞
六

誡

」
と
題

す
。

（
Ｃ
Ｔ
一
七
八
｜
二
｜
一
表
）

第
四
種
「
智
慧
度
生
上
品
大
誡
」（

六
條
）

・『
無
上

』

四
六

「
智
慧
度
生
死
上
品
大
誡
」
と
題
す
。

誡
の
條
目
の
み
。

（
四
六
｜
一
二
表
）

・
同
右

八
八
「
右
出
洞
玄
大
誡
經
」
と
あ
り
。「
天

言

…
…
」
の
部
分
。

（
八
八
｜
九
表
）

・『

修
科
儀
誡
律
鈔
』

四
「
六
度
生
誡
」
と

す
。

（
四
｜
三
表
）

第
五
種
「
智
慧
十
善

助
上
品
大
誡
」（

十
條
）

・『
太
上
洞
玄
靈
寶
智
慧
本
願
大
誡
上
品
經
』
『
靈
寶
經
目
』

新
經
第
六
項
『
太
上

寶
身
安
志
智
慧
本
願
大
誡
上
品
』

二
三

『
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
』
の
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て
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に
由
來
す
る
と
さ
れ
る
經
典
。『
大
智
慧
經
』
上

か
ら
の

引
用
と
し
、「
太
上
智
慧

誡
上
品
」
と
名
付
け
る
。

「
六

智
慧
」
に
關
す
る
記

は
な
い
。
後
世
の
引
用
に
は
、

本
經
か
ら
の
引
用
と
本
願
經
か
ら
の
引
用
と
の
兩
系
統
が
あ

る
が
、
本
願
經
か
ら
の
引
用
の
方
が
多
い
。

（
Ｃ
Ｔ
三
四
四
｜
九
裏
）

・『
無
上

』

四
六

「
智
慧
十
善

助
上
品
大
誡
」
と
題

す
。
本
經
か
ら
の
引
用
。
誡
の
條
目
の
み
。（

四
六
｜
一
三
表
）

・
同
右

八
八
「
右
出
洞
玄
大
誡
經
」
と
あ
り
。「
天

言

…
…
」
の
部
分
。

（
八
八
｜
九
表
）

・『

修
科
儀
誡
律
鈔
』

五

「
十
善

助
誡
」
と

す
。

「
六

智
慧
」
の
箇

は

四
に
引
用
。

（
五
｜
三
裏
）

・『
太
淸
五
十
八
願

』
「
十
善

」
と
題
す
。
本
願
經
か
ら

の
引
用
。

（
Ｃ
Ｔ
一
八
七
｜
四
表
）

・『
太
上
經
誡
』

本
願
經
か
ら
の
引
用
。

（
Ｃ
Ｔ
七
八
七
｜
一
〇
裏
）

・『
雲
笈
七
籤
』

三
八

「
十
善

誡
」
と

す
。
本
願
經
か

ら
の
引
用
。

（
三
八
｜
一
〇
裏
）

第
六
種
「
智
慧
功
德
報
應
上
品
誡
」（

七
條
、
敦
煌
本
は

八

條
）・『

修
科
儀
誡
律
鈔
』

二

「
大
誡
に
云
う
」
と
し
て
一
條

の
み
引
用
す
る
（
異
同
あ
り
）。

（
二
｜
一
表
）

こ
れ
ら
の
中
で

も
多
く
本
經
か
ら
引
用
し
て
い
る
の
は
『
無

上

』
と
『

修
科
儀
誡
律
鈔
』
で
あ
る
。『
無
上

』

四
六
は
「
右
出
智
慧
上
品
經
」
と
し
て
本
經
の
第
一
種
か
ら
第
五

種
ま
で
の
誡
を
引
用
し
、
各
誡
の
名

も
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
第

六
種
は
引
用
し
て
お
ら
ず
、
第
一
種
か
ら
第
五
種
に
つ
い
て
も
項

目
を
列

す
る
の
み
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
誡
に
つ
い
て
元
始
天

が

法
す
る
箇

は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
誡
の
細
目
の
後
に
書
か

れ
て
い
る
天

法
箇

は
、
一
部

八
八
に
纏
め
て
引
用
さ
れ

る
。
そ
れ
は
第
二
種
・
第
四
種

び
第
五
種
の
後
の
箇

で
あ
る

が
、

て
で
は
な
く
部
分

な
引
用
で
あ
る
。
本
稿
で
テ
ー
マ
と

す
る
「
六

智
慧
」（
こ
れ
も
天

法
箇

に
あ
る
）
に
つ
い
て

は
第
四
種
・
第
五
種
の
引
用
箇

に
書
か
れ
て
い
る
が
、
第
五
種

二
四

『
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
』
の
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て
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の
後
の
、「
六

智
慧
」
に
つ
い
て

も
詳
細
に
記

さ
れ
る
部

分
は
な
い
。

代
中
期
の
人
と
さ
れ
る
朱
法
滿
（
八
世
紀

）
の
『

修
科
儀
誡
律
鈔
』
は
、

四
と

五
に
第
一
種
か
ら
第
五
種
ま
で

を
引
用
す
る
。

二
に
は
「
大
誡
に
言
う
」
と
し
て
第
六
種
の
一

條
の
み
を
引
用
し
て
い
る
。

四
と

五
に
お
け
る
誡
の
順
序
は

本
經
と
は
異
な
り
、
誡
の
名

も
多
少
異
な
る
が
、
天

法
箇

も
あ
り
、「
六

智
慧
」
に
つ
い
て
詳

さ
れ
る
部
分
も

四

に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

藏
本
・
輯

本
で
は

七
條
を
收
め
る
第
六
種
に
は
不

な

點
が
多
く
、『
無
上

』
は
こ
の
誡
の
み
收

せ
ず
、『

修
科

儀
誡
律
鈔
』
に
は
僅
か
一
條

げ
ら
れ
る
だ
け
で
、
そ
の
他
の

に
も
引
用
さ
れ
な
い
。
一
方
で
敦
煌
寫
本
Ｐ
二
四
六
一
に
は
こ

の
誡
が
收
め
ら
れ
て
い
る
が
、

藏
本
・
輯

本
で
言
え
ば
第
五

條
と
第
六
條
と
の

に
兩
本
に
は
存
在
し
な
い

の
よ
う
な
一
條

が
記
さ
れ
、

部
で
八
條
の
誡
と
な
っ
て
い
る
。

誡
曰
。
施
散
財
寶
營

宇
、
一
錢
以
上
皆
二
萬
四
千
倍
報
。

功
多
報
多
。
世
世
賢

、
翫
好
不

、
七

皆
得
入

患
之

國
。（
誡
に
曰
く
。
財
寶
を
施
散
し

宇
を
營

せ
ば
、
一
錢
以

上
は
皆
な
二
萬
四
千
倍
の
報
あ
り
。
功
多
け
れ
ば
報
多
し
。
世

世
賢

と
な
り
て
、
翫
好

え
ず
、
七

皆
な

患
の
國
に
入

る
を
得
。）（
Ｐ
二
四
六
一
）

敦
煌
寫
本
は

藏
本
・
輯

本
よ
り
古
い
形
を

す
テ
キ
ス
ト

で
あ
る
か
ら
、
更
な
る

討
は
必

だ
が
、
北

末
（
六
世
紀
後

）『
無
上

』
の
頃
ま
で
は
こ
の
第
六
種
の
誡
は
な
く
、

代
に

八
條
の
誡
と
し
て
本
經
に

加
さ
れ
、

藏
收

の
際
に

そ
の
中
の
一
條
が

除
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
或
い
は

代
に

は

八
條
と

七
條
の
兩
パ
タ
ー
ン
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
、

藏
は
後

を
收

し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、

字
や
構

上
の
異
同
は
多
少
あ
る
も
の
の
、

北

『
無
上

』
完

時
に
は
少
な
く
と
も
第
一
種
の
誡
か
ら

第
五
種
の
誡
の
條
目
、

び
そ
の
後
の
天

法
箇

（
確

で

き
て
い
る
の
は
一
部
）
は
存
在
し
、

代

ば
に
は

藏
本
・
輯

本
の

容
を
持
つ
テ
キ
ス
ト
は
ほ
ぼ
揃
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

本

の

後
に
こ
れ
ら
六
種
の
誡
を
受
け
る
對

に
つ
い
て

確

し
て
お
き
た
い
。

二
五

『
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
』
の
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て
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本
經
に
よ
る
と
、
第
一
種
の
十
誡
と
第
二
種
の
十
二
可
從
の
兩

誡
を
受
け
た

は
「
大

淸
信
弟
子
」
と
な
り
、
そ
れ
は
「
飛

天
」
と
功
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
「
大

十
轉
弟
子
」（
五
表
）

と
も
呼
ば
れ
る
と
す
る
。
楠
山
春
樹
氏
は
こ
の
二
誡
の

容

び

「
淸
信
」
と
い
う
呼

の
由
來
か
ら
、
こ
れ
が
在
家
信

を
示
す

も
の
で
あ
る
こ
と
、
し
か
し
在
家
で
は
守
り
得
な
い
誡
が
含
ま
れ

る
こ
と
や
在
家
出
家
の
區
別
に
曖
昧
な
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
「
在
家
を
含
む

信

士
の

號
」
と
し
て
い
る�7
）。
ま
た

第
三
種
以
降
も
受
誡

と
し
て
「
大

十
轉
弟
子
」（
八
表
・
九

裏
）
の
名
が

げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
第
四
種
第
二
條
「
人
の
窮

乏
し
饑

し
困

せ
る
を
見
て
、
身
を
損
し
布
施
せ
ば
、
人
を
し

て
富
貴
な
ら
し
む
」（
七
表
）
や
、
第
五
種
第
六
條
「
國
王
・
父

母
・
子
民
を

助
し
忠
孝
な
れ
ば
、
人
を
し
て
世
世
多
嗣
な
ら
し

む
」（
八
裏
）
な
ど
現
世
利

な

容
の
も
の
も
多
く
、
楠
山

氏
の
定
義
は
こ
の
經
典

體
に
當
て
は
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
本
經
で

か
れ
る
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て
見
て
い

き
た
い
。

二
、
第
三
種
か
ら
第
五
種
の
誡
に
見
え
る

「
六

智
慧
」

こ
の
「
六

智
慧
」
と
い
う
名

は
第
三
種
と
第
五
種
の
誡
に

見
え
る
。
ま
た
第
四
種
に
も
「
心

智
慧
」
の
名

が
あ
り
、

『
無
上

』
の
引
用
は
「
六

智
慧
」
と
作
っ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
も
共
に

討
對

と
す
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
「
六

智

慧
」
と
い
う
語
は
誡
の
條

に
は
な
く
、

て
條

後
の
天

法
箇

で

か
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て
詳

さ
れ
る
の
は
第
五
種
の
後
で
あ
る
。

ま
ず
第
三
種
の
「
智
慧
閉
塞
六

上
品
誡
」
に
つ
い
て
。
こ
れ

は
「
目
・
耳
・
鼻
・
口
・
手
・
心
」
の
六
種
の
感
覺

官
を
は
た

ら
か
せ
て
快
感
を
得
よ
う
と
す
る
こ
と
を
「
六

」
と
呼
び
、
そ

れ
ぞ
れ
を
「
六
誡
」
と
い
う
形
で
誡
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

「
六

」
は
む
ろ
ん
佛
敎
の
「
六
根
（
目
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・

）」
に
基
づ
く
も
の
だ
が
、
本
來
、
佛
敎
で
は
こ
れ
を
「
誡
」

と
い
う
形
に
は
し
て
い
な
い
。
た
だ
中
國
撰

の
佛
敎
經
典
（
疑

經
・

經
）
の
中
で
は
「
六
根
」
を
「
誡
」
と
結
び
つ
け
る
も
の

二
六

『
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
』
の
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て
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が
あ
る
。
例
え
ば
北
魏
で
太
武

の
廢
佛
﹇
西

四
四
六
｜
四
五

二
﹈
後
に
作
ら
れ
た
疑
經
で
あ
る
『
提だい
謂い
經きょ
う』
は
、
五
誡
を
五
行

に

當
す
る
も
の
だ
が
、
更
に
五
誡
の

犯
と
「
六
根
」
の
う
ち

の
五
種
（
目
・
耳
・
鼻
・
口
・
舌
）
の
病
氣
と
を
結
び
つ
け
て
い

て
發
想
に

似
性
が
あ
る�８
）。

ま
た

敎
の
ほ
う
に
も

似
の
五
誡

が
あ
る
。『
無
上

』

四
六
に
引
用
さ
れ
る
「
昇
玄
五
誡
」

（
四
六
｜
一
表
）
は
「
目
・
耳
・
口
・
心
・

」
に
對
す
る
五
誡
で

あ
り
、「
洞
神
五
誡
」（
四
六
｜
一
四
裏
）
と
「
正
一
五
誡
品
」（
四

六
｜
一
六
裏
）
は
「
目
・
耳
・
鼻
・
口
・
身
」
に
對
す
る
五
誡
で

あ
る
。
本
經
の
第
三
種
が
「
六
根
」
を
「
六
誡
」
の
對

と
す
る

發
想
は
、
こ
れ
ら
中
國
宗
敎
史
上
の
一

の
流
れ
の
上
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
第
三
種
の
天

法
箇

で
は
「
六

智
慧
」
に
つ
い

て
、
善
心
を
も
っ
て
信
仰
し
敎
え
を

奉
す
れ
ば
身
體
は

空
に

入
り
「
智
慧
に
六

す
」
と

い
て
い
る
。
そ
し
て
「
智
慧
に
六

す
」
と
は
「
洞

・
洞

・
洞
空
・
洞

・
洞
淸
・
洞
微
」
す

る
こ
と
で
あ
り
、
六

を
恬
淡
無
慾
に
す
れ
ば
神
が
身
體
に

り

に
は
不
死
が
得
ら
れ
る
と
言
う
。

天

言
わ
く
。
其
れ
六
誡
と
は
身
の
大
患
。
來
生
の
男
女
、

人
形
を
受
く
る
と
雖
も
、
六

純
な
ら
ず
、
未
だ
經
敎
に
見

み
え
ず
、
法

を
聞
か
ざ
れ
ば
、
形
は
自
か
ら
覺
え
ず
、
罪

門
に

し
、
命
の
短
促
し
、
天
年
を
竟
え
ず
、
長
く

に
處
る
を
致
す
。
甚
だ
哀
憐
す
べ
し
。
故
に
是
の

を

き

て
人
天
を
開
度
す
。
善
心
も
て
信
向
し
、

を
一
に
し
て
命

に

し
、

敎
を

奉
し
、

門
を
閉
ず
れ
ば
、
則
ち
形

は

空
に
入
り
、
智
慧
に
六

す
。
智
慧
に
六

す
と
は
、

洞

・
洞

・
洞
空
・
洞

・
洞
淸
・
洞
微
、
是
れ
六

と

爲
し
、

ぜ
ざ
る

無
き
な
り
。
六

恬
夷
と
し
て
、
神
は

自
ず
か
ら

す
る
な
り
。

は
自
ず
か
ら
生
ず
る
な
り
。

は
自
ず
か
ら
固
ま
れ
る
な
り
。
壽
命
は
長

に
し
て
、

に

死
せ
ざ
る
な
り
。（
六
裏
）

ま
ず
「
六

」
の
語
に
つ
い
て
は
、『
莊
子
』
天

に
「
天

に

か
に
、

に

じ
、

王
の
德
に
六

四
辟
す
る

は
、
其

の
自
ら
爲
す
や
、
昧
然
と
し
て
靜
な
ら
ざ
る

し
」
と
あ
り
、

の

玄
英
は
「
六

と
は
四
方
上
下
を
謂
う
」
と

し
て
い
る
。

本
經
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、「
六

智
慧
と
は
、
天
を
洞

と
曰
い
、

二
七

『
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
』
の
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て
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地
を
洞

と
曰
い
…
…
」（
九
裏
）
と
天
地
東
西
南
北
の
六
方
に

じ
て
い
く
こ
と
を
「
六

」
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
「
洞

do�ng

」
と
「

to�ng

」
は

す
る
の
で
、
こ
の
「
六

智

慧
」
と
は
「
見

す
」「
聞
き

す
」
と
い
っ
た
六
種
の
知
覺
能

力
に
よ
っ
て
（
大
宇
宙
が

え
る
）
智
慧
に

じ
て
い
く
こ
と
と

考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
「
智
慧
に
六

す
」
と
讀
め
る

「
六

智
慧
」
は
、
別
の
天

法
箇

で
は
「
能
く
之
を
行
え

ば
、
飛
天
と
功
を
齊
し
く
し
、
心
は
六

の
智
慧
と

同
す
」

（
九
裏
）
と
「
六

の
智
慧
」
と
し
て
お
り
、
そ
の
す
ぐ
後
で
は

「
其
れ
六
覺
の

あ
ら
ば
、
常
に
六
慧
に

ず
」（
一
〇
表
）、「
心

に
六
惠
を
體
す
れ
ば
、
自
ず
か
ら
神
仙
を
得
」（
一
〇
表
）
と

「
六
慧
」「
六
惠
」
と
も
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
宇
宙
が
は
た

ら
か
せ
る
六
種
の
智
慧
の
こ
と
も
ま
た
「
六

智
慧
」
と
呼
ん
で

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
と
も
あ
れ
こ
の
「
六

智
慧
」
は
、
身
體

の

慾
を
制
御
す
る
こ
と
が
「
修
行
の

段
階
の
日
常

誡
め
」

と
い
っ
た
レ
ベ
ル
に
留
ま
ら
ず
、
そ
れ
自
體
が
「
不
死
に
ま
で
至

り
得
る
修
行
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
點
、
そ
こ
に
體

神
が
介
在
し
、

そ
の
は
た
ら
き
を
佛
敎

「
智
慧
（
さ
と
り
を
完

す
る
は
た
ら

き
）」
の
用
語
で
表
現
し
て
い
る
點
が
特

で
あ
る
。

に
第
四
種
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
人

か
ら
蟲
に
至
る
ま
で
の

あ
ら
ゆ
る
生
物
の
命
を
重
ん
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
福
德
が
得
ら
れ

る
と
い
う
應
報
を

い
た
も
の
で
、
六
條
の
誡
で
は
あ
る
が
六
種

の
身
體

官
と
は
直
接
關
係
が
な
い
。
ま
た
天

の
言
に
あ
る
の

も
「
其
れ
六
誡
は
、
皆
な
心

智
慧
を
以
て
能
く
其
の
德
を
施
し
、

行
い
自
然
に
合
せ
ば
…
…
」（
八
表
）
と
「
心

智
慧
」
と
し
て

い
て
「
六

智
慧
」
で
は
な
い
。
た
だ
、『
無
上

』
は
こ
こ

を
「
六

智
慧
」
に
作
る
の
で
（
八
八
｜
一
一
表
）、
本
來
は
「
六

智
慧
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
傍
證
と
し
て
、
こ
の
後
に

「
一
轉
せ
ば
報
を
受
け
、
飛
天
と
功
を
齊
し
く
し
て
輪
を
超
ゆ
。

九
轉
せ
ば
漸
く
大

十
轉
弟
子
に
入
り
、
名
は

天
に
書
か
れ
、

七

と
同
に
昇
り
て
上
の
か
た
天
堂
に
生
ず
」（
八
表
）
と
あ
る

が
、
第
五
種
の
天

法
箇

に
も
、
こ
の
十
善

誡
は
「
大

十
轉
弟
子
」
で
な
け
れ
ば
行
え
な
い
と
あ
り
、
行
え
ば
「
飛
天
と

功
を
齊
し
く
し
、
心
は
六

智
慧
と

同
す
。
…
…
七

は

ち

幽
夜
を
離
れ
、
昇
り
て
南
宮
に
入
る
」（
九
裏
）
な
ど
と

似
し

た
記

が
あ
る
點
が

げ
ら
れ
る
。

二
八

『
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
』
の
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て
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に
第
五
種
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
十
條
か
ら
な
る
誡
で
、

容

は

士
や

、
一
切
の
人
々
へ
の
供

や
布
施
を

め
、
そ
の

報
い
と
し
て
現
世

な
果
報
が
得
ら
れ
る
と

く
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
も
や
は
り
六
種
の
身
體

官
と
は
直
接
關
わ
ら
ず
、
先
の
引

用
に
見
た
よ
う
に
、
天

は
こ
の
十
善

誡
を
守
れ
ば
「
心
は
六

智
慧
と

同
す
」（
九
裏
）
と

く
が
、
第
四
種
と
第
五
種
に

つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
相
互
に
關

な
く
存
在
し
た
誡
を
、
論
理

に
は
第
三
種
と

も
自
然
に
繫
が
る
「
六

智
慧
」
の
考
え
方

に
よ
っ
て
、
い
さ
さ
か

引
に
關

づ
け
て
い
る
形
跡
が
う
か
が

え
る
。

「
六

智
慧
」
に
つ
い
て
詳

さ
れ
る
部
分
は
第
五
種
の
後
に

存
在
す
る
が
、
こ
れ
は
第
三
種
か
ら
第
五
種
を
ひ
と
纏
ま
り
に
し

て

體
に
附
さ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
續
い
て
第
五

種
後
に
詳

さ
れ
る
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て

討
し
た
い
。

天

は
ま
ず

の
よ
う
に
、「
洞

・
洞

・
洞
空
・
洞

・

洞
淸
・
洞
微
」
と
い
う
「
六

智
慧
（
こ
こ
で
は
六

の
智
慧
と

讀
む
）」
は
、
大
宇
宙
の
天
地
東
西
南
北
合
計
六
方
の
氣
が
融

無
碍
に

じ
て
ゆ
く
は
た
ら
き
で
あ
る
と
定
義
す
る
。

天

言
わ
く
。
六

智
慧
と
は
、
天
に
洞

と
曰
い
、
地
に

洞

と
曰
い
、
東
に
洞
空
と
曰
い
、
西
に
洞

と
曰
い
、
南

に
洞
淸
と
曰
い
、
北
に
洞
微
と
曰
う
。
六

洞

し
、
遼

と
し
て
端
無
し
。
測
る
を
得
可
か
ら
ず
、
窮
む
る
を
得
可
か

ら
ず
。

ま
ざ
る

無
く
、
容
れ
ざ
る

無
し
。
其
の
六
覺

の

有
ら
ば
、
常
に
六
慧
を

じ
、
人
の
六

を
識
ら
ば
、

則
ち
六
覺

ら
か
と
な
る
。
六

を
制
御
せ
ば
、
人
を
し
て

自
然
に

も
ろ
の

根
を
棄
て
し
め
、

も
ろ
の
善
念
を
生

ぜ
し
む
。
心
に
六
惠
を
體
す
れ
ば
、
自
か
ら
神
仙
を
得
。

（
九
裏
）

各
方
位
の
智
慧
に
は
「
天＝

見

す
」「
地＝

聞
き

す
」
の

よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
區
別
が
あ
る
。
そ
し
て
大
宇
宙
の
側
に
智
慧
を

じ
さ
せ
る
は
た
ら
き
が
あ
る
の
と
同

に
、
小
宇
宙
と
し
て
の

人

の
側
に
も

在

に
は
そ
の
智
慧
に

じ
る
能
力
が
あ
る
。

こ
の
能
力
が
發
揮
で
き
れ
ば
神
仙
と
な
れ
る
が
、
そ
れ
を
阻
ん
で

い
る
が
「
六

」
で
あ
る
。「
六

」
と
は
先
に

べ
た
第
三
種

「
智
慧
閉
塞
六

上
品
誡
」
の
「
六

」
で
あ
り
、
み
だ
り
に
華

色
を
見
た
が
っ
た
り
五

を
聞
き
た
が
る
と
い
っ
た
六

官
に

二
九

『
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
』
の
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て
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こ
る

慾
で
、「
人
の
眼
を
し
て

な
ら
し
め
」（
十
裏
）
た
り

「
聾
な
ら
し
む
る
を
致
す
」（
十
一
表
）
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

「
六

智
慧
」
と
「
六

」
と
は
と
も
に
六
種
の
知
覺
を
は
た
ら

か
せ
る
こ
と
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
が
大
宇
宙
の
自
然
な
は
た
ら

き
で
あ
る
か
、
個
人
の

慾
に
基
づ
く
は
た
ら
き
で
あ
る
か
に
よ

っ
て
正
反
對
の
結
果
を

く
の
で
あ
る
。
從
っ
て
人
は
「
六

」

を
誡
め
「
六

智
慧
」
に

じ
る
こ
と
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
の
が
天

の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
は
例
え

ば
華
色
を
見
た
い
と
い
う
個
人
の

を
制
す
る
こ
と
で
却
っ
て
世

界
の
實
相
が
見
え
る
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

に

べ
た
よ
う
に
本
經
は
在
家
も
し
く
は

修
の

敎
徒
の

た
め
の
誡
で
あ
り
、
ま
ず
こ
の
誡
を
受
け
な
け
れ
ば
た
と
え
い
た

ず
ら
に
長
齋
や
辟

を
し
て
も
修
行
は

就
し
な
い
と
さ
れ
る
。

天

言
わ
く
。
…
…
大
誡
を
受
け
ざ
れ
ば
、
徒
ら
に
長
齋
を

爲
し
、
或
い
は

休
糧
し
、
山
林
に

遁
し
、

身
も
て

度
さ
ん
と
求
む
る
も
、
六

智
慧
の
行
無
く
ん
ば
、
徒
ら
に

爾
の
功
を
失
い
て
、

就
す
る
に
由
無
し
。

（
十
表
）

以
下
、
こ
の
六
種
の
智
慧
に
つ
い
て
一
種
ず
つ
詳

さ
れ
て
い

く
の
で
あ
る
が
、
紙
幅
の

合
で
い
ま
第
一
の
智
慧
（
天
╱
目
╱

洞

）
の
み

を
示
す
。【
表
三
】
は
こ
れ
ら
六

智
慧
の

容
を
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
第
二
か
ら
第

六
の
智
慧
の

容
を
確

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

天

言
わ
く
。
天
は
洞

と
爲
す
。
則
ち
天
眼
は
智
高
く
慧

洞とお
り
て
窮
ま
り
無
し
。
上
自
り
し
下
自
り
し
、
四
面
八
方
、

照
ら
さ
ざ
る

無
く
、

ら
か
に
せ
ざ
る

無
し
。
一

智

慧
と
曰
う
と
雖
も
、
五
色
焉
に
總
ぶ
。
天
は
洞
り
て
自
然
な

る
が
故
に
損
傷
す
る
無
く
、
人
の
則
ち
天
に
法
ら
ば
、
目
中

の
朱
童
に
も
亦
た
五
色
の
光
有
り
。
人
の
誡
を
持
さ
ざ
れ
ば
、

六
覺
の

は
人
の
孔

を

ら
ず
、
智
慧
は
未
だ
開
か
れ
ず
。

五
色
を
廣

せ
ば
則
ち
眼
童
は
飛
揚
し
光
睛
は
昏
翳
し
て
人

の
目
を
し
て

な
ら
し
む
。
故
に
是
の
誡
を

き
て
以
て
天

人
を
度
し
、
咸
こ
と
ご
とく
男
女
を
し
て
法

を
聞
く
を
得
さ
し
む
。

度
を
得
て
年
命
長

な
る
を
慾
せ
ば
、
當
に
是
の
誡
を
奉

じ

行
し
て

る
る
勿
れ
。
色
想
を
多
く
し
て
目
神
を
放
蕩

せ
し
む
る
を
愼
め
。

に
自
ら
制
御
し
て
眼
童
を
愛

し
、

眞
を
思
い
念
を
靜
に
し
、
智
慧
に

じ
、

空
を
洞

せ
し

三
〇

『
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
』
の
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て
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め
よ
。
誡
を
持
し
て
己
を
制
す
れ
ば
、
則
ち
五
色
身
に

す
。

五
色
自
ら

す
れ
ば
、
則
ち
損
傷
す
る
無
く
、
爾
の
年
命
を

保
ち
、
無
窮
を
得
べ
し
。

（
十
裏
）

こ
こ
で
、
天
地
東
西
南
北
の
六
方
の
氣
の

、「
天
」
の
氣
は

體

に
は
「
五
色
」
と
し
て
現
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
第

二
の
智
慧
以
降
も
同

に
、
例
え
ば
「
地
」
の
氣
は
「
五

」
と

し
て
、「
西
」
の
氣
は
「
五
味
」
と
し
て
現
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
天
地
四
方
の
氣
が
あ
ら
ゆ
る

に

っ
て
い
く
は
た
ら
き
こ

そ
が
「
六

智
慧
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
六
種
の
感
覺

官
を

し

て
人
の
身
體
と
繫
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
兩

を
媒
介
す
る
の
が

各

官
に
宿
る
目
神
（
朱
童
・
眼
童
と
も
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
）

や
耳
神
（
五
聲
の
神
）
等
の
體

神
で
あ
る
。
も
し
人

が

度

に
五
色
や
五

を

い
求
め
た
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
神
々
は
身
體

を
離
れ
、
目
は
見
え
ず
耳
は
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と

か

れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で

し
た
い
の
は
、
五
色
を
見
た
り
五

を
聞
い
た
り

す
る
こ
と
自
體
は
本
來
智
慧
の
は
た
ら
き
だ
と
見
な
さ
れ
て
い
る

點
で
あ
る
。
無
論
そ
の

提
に
は
五
色
や
五

自
體
が
大
宇
宙
を

【表三】

智慧の名 洞 洞 洞空 洞 洞淸 洞微

氣の方位 天 地 東 西 南 北

氣の名
始陽之 少陰之

(9)

太陽之

身體 官 目 耳 鼻 口 心 手

智慧の性質 智高慧洞 智 慧聞 智 慧寥 智微慧 淸智淸慧 智 慧深

智慧の作用
五色を見

る

五 を

く

五 を入れ

る

五味を味わ

う

萬物を冶

する

罪福を陰

察する

身體 官

中の 神

朱童

目神

眼童

五聲之神

五神

耳神

寧・辟非

之神

鼻神

五神(五味

の神�)

心神 手神

三
一

『
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
』
の
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て
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構

す
る
自
然
な
る
氣
で
あ
る
か
ら
と
い
う
考
え
が
あ
る
は
ず
で

あ
る
。
た
だ
、
そ
の
自
然
な
る
五
色
や
五

を
、
ま
だ

格
を
得

て
い
な
い
不
完

な
人

が
取
り

も
う
と
す
る
こ
と
で
、
却
っ

て
そ
れ
ら
は
人
の
身
體
に

を

ぼ
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
當
然
な
が
ら
『
老
子
』
第
十
二

「
五
色
は
人
の

目
を
し
て

な
ら
し
め
、
五

は
人
の
耳
を
し
て
聾
な
ら
し
む
」

を
踏
ま
え
て
い
る
の
だ
が�10
）、

こ
の
點
は
、
佛
敎
が
六
根
を
は
た
ら

か
せ
る
こ
と
で
眼

に
立
ち
現
れ
る
境
界
「
六
境
（
色
・
聲
・

香
・
味
・

・
法
）」
を
實
體
を
缺
い
た
空

な
る
も
の
と
見
な
し
、

空

で
あ
る
が
ゆ
え
に
そ
れ
に
對
す
る
分
別
や
執
着
を
誡
め
て
い

く
點
と
の
大
き
な
分
か
れ

に
な
っ
て
い
る
。

從
っ
て
、
こ
れ
ら
の
誡
を
受
け
た

は
各

官
の
神
々
が
身
體

か
ら
去
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う

生
す
る
こ
と
で
、
や
が
て
は
五

色
や
五

を
受
信
し
て
も

官
が
損
傷
さ
れ
な
い
身
體
を
得
て
長

生
で
き
る
と

か
れ
る
の
で
あ
る
。
實
は
こ
の
よ
う
な
、
持
誡
・

破
誡
に
應
じ
て
體

神
が
去
っ
た
り

っ
た
り
す
る
と
い
う
「
誡

神�11
）」
の
考
え
は
、

で

れ
た
佛
敎
の
疑
經
『
提
謂
經
』
に
も

敎
の
「
洞
神
五
誡
」
に
も
見
え
て
お
り�12
）、
こ
の
六
誡
に
應
じ
て

去
來
す
る
神
々
も
そ
れ
ら
に
相
當
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
六

智
慧
の
神
々
の
名
は
ほ
と
ん
ど
が

「
目
神
」「
耳
神
」
な
ど
抽

な
名

だ
が
、
唯
一
「
鼻
神
」
に

つ
い
て
は
「

寧
・
辟
非
の
神
」
と

體

名

が
書
か
れ
て
い

る
。

天

言
わ
く
。
東
を
洞
空
始
陽
の

と
爲
す
。
…
…
鼻
に

寧
・
辟
非
の
神
有
り
。
人
の
未
だ
誡
を
持
さ
ざ
れ
ば
、
則
ち

智
慧
は

ぜ
ず
。
未
だ
智
慧
に
入
ら
ざ
れ
ば
、

腥
の
物
を

す
可
か
ら
ず
。

腥
の

は
、
人
の
鼻
神
を
し
て
經
源

を

塞
せ
し
め
、

有
り
易
く
、

梁

ぜ
ざ
ら
し
む
。

（
一
一
裏
）

「

寧
・
辟
非
」
は
上
淸
經
の
『
大
洞
眞
經
』『
大
洞
玉
經
』

び

そ
の

釋
に
見
え
る
鼻
神
の
字
で
あ
り
、
存
思
の
對

と
し
て
の

體

神
で
あ
る�13
）。

『
上
淸
大
洞
眞
經
』

四

ん
で

血
三
眞
元
生
君
、
字
は

寧
子
玄
に

う
。
常
に

兆
の
鼻
の
兩
孔
の
下
源
、
死

の
門
を
守
れ
。
兆
の

神
を

し
て
百

に
宣
暢
し
、
血
液
を
し
て
千
關
に
盈
滿
せ
し
め
よ
。

三
二

『
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
』
の
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て
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萬
靈
の

は
輔
護
し
、
太
一
の
魂
は
身
を
保
つ
。

（
Ｃ
Ｔ
六
｜
四
｜
一
表
）

『
大
洞
玉
經
』

下

凡
そ
三
神
、
常
に
我
が
鼻
下
人
中
に
鎭
す
。﹇

：

鼻
神
を

羽
童
と
曰
い
、

梁
と
曰
い
、
辟
非
と
曰
い
、
玉
根
と
曰
い
、

靈

と
曰
い
、
開
關
と
曰
う
。﹈
（
Ｃ
Ｔ
七
｜
二
｜
一
九
表
）

つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
誡
神

を
含
む
六

智
慧
の

は
、
受

誡

に
誡
を
守
ら
せ
る
の
と
同
時
に
身
體
に
宿
る
神
々
を
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
自
體
が
昇
仙
へ
の

機
と
な
る
と
考
え

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

因
み
に
本
經
の
天

法
箇

に
つ
い
て
言
え
ば
、
先
に

げ

た
「
七

と
同
に
昇
り
て
上
の
か
た
天
堂
に
生
ず
」（
八
表
）
や

「
七

は

ち
幽
夜
を
離
れ
、
昇
り
て
南
宮
に
入
る
」（
九
裏
）
等

の
よ
う
な
上
淸
經
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
言
辭
も
多
く
、
今
確

し
た
體

神
と
の
繫
が
り
も
含
め
て
上
淸
經
の
影

が
見
ら
れ
る

邊
り
に
、
本
經
が
洞
眞
部
に
入
れ
ら
れ
た
理
由
の
一
端
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

後
に
、
こ
の
六

智
慧
の
よ
う
な
考
え
方
が
生
ま
れ
た
發
想

の
淵
源
に
つ
い
て
、
特
に
佛
敎
と
の
關
わ
り
か
ら
探
り
た
い
。

三
、「
六

智
慧
」
の
發
想
の
淵
源
と
し
て
の
佛
敎

で

べ
た
よ
う
に
、「
六

智
慧
」
の
「
六

」
と
い
う

用
語
は
『
莊
子
』
天

の
本

と

玄
英
の

に
典
據
が
あ
る

が
、「
見

す
」「
聞
き

す
」
と
い
っ
た

體

な
は
た
ら
き
に

つ
い
て
は
、
佛
敎
經
典
に
多
く
見
え
る
佛
や
菩
薩
の
「
六
神

」

を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
長
阿
含
經
』（
佛
陀
耶

・
竺
佛
念
﹇
共
に
四
〜
五
世
紀
の
人
﹈

譯
）

云
何
が
六
證
の
法
な
ら
ん
。
謂
く
六
神

。
一
は
神
足

の

證
、
二
は
天
耳

の
證
。
三
は
知
他
心

の
證
、
四
は
宿
命

の
證
、
五
は
天
眼

の
證
、
六
は
漏
盡

の
證
。

（
Ｔ
一
｜
五
四
中�14
））

『

殊
師
利
問
經
』

�

伽
婆
羅
﹇
五
〜
六
世
紀
の
人
﹈
譯
）

六

と
は
、
天
眼
・
天
耳
・
他
心
智
・
宿
命
智
・
身

・
漏

盡

な
り
。

（
Ｔ
一
四
｜
五
〇
〇
下
）

今
は
原
始
佛
典
の
『
長
阿
含
經
』
と
『

殊
師
利
問
經
』
を

三
三

『
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
』
の
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て
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げ
た
が
、
佛
典
で
は
佛
や
菩
薩
が

て
を
見

す
「
天
眼
」
や

て
を
聞
き
取
る
「
天
耳
」
な
ど
を
「
六
神

」
ま
た
は
「
六

」

と
し
（「
五
神

」「
五

」
の
場
合
も
あ
る
）、
こ
の
よ
う
な
用
例

は
枚

に
暇
が
な
い
。
そ
し
て
こ
の
「
六

」
に
含
ま
れ
る
「

て
を
見

し
聞
き

す
神

力
」
は
、
佛
典
に
お
い
て
は
し
ば
し

ば
「
洞

」
や
「
洞

」
と
書
か
れ
る
。「
洞

」
や
「
洞

」

の
用
例
は
、『
論
衡
』
や
『
抱
朴
子
』、『
列
子
』
張
湛

な
ど
に

も
あ
る
が�15
）、「
六

（
も
し
く
は
五

）」
の
語
と
共
に
「
洞

」

「
洞

」
の
語
を
用
い
る
の
は
佛
典
が

源
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

『
正
法
華
經
』

三
（
西
晉
・
竺
法
護
譯
）

時
に
五

閑
居
仙
人
有
り
。
洞

・
徹

し
、
身
は
能
く
飛

行
す
。
心
に
能
く
人
の
念
ず
る

を
知
り
、
自
ら
從
り
て
來

る

の
生
死
本
末
を
知
る
。

（
Ｔ
九
｜
八
五
中
）

『
六
度
集
經
』

七
（

・
康

會
譯
）

昔
、
兩
菩
薩
有
り
。
…
…
淸
淨
無
爲
に
し
て
、
志
は

空
の

若
し
。
四
禪
備
悉
し
、
五

智
を
得
。
一
は
能
く
徹

し
、

と
し
て

ざ
る
無
し
。
二
は
能
く
洞

し
、
微
と
し
て
聞

か
ざ
る
無
し
。
三
は
能
く

飛
し
、
出
入
無

。
四
は
能
く

十
方
の
衆
生
の
心
中
に
念
ず
る

を

知
す
。
五
は
能
く
自

ら
無
數
劫
來
の
宿
命
の
更
ま
る

を
知
る
。
梵
釋
仙

、

天
龍
鬼
と
し
て
、

首
せ
ざ
る
靡
し
。

（
Ｔ
三
｜
四
三
下
）

用
例
と
し
て

げ
た
の
は
、
三
・
四
世
紀
頃
に

名
な
譯
經

に
よ
っ
て
譯
出
さ
れ
た

譯
佛
典
に
見
え
る
「
洞

」「
洞

」

の
語
で
あ
る�16
）。

語
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
は
、「
洞

・
徹

」

や
「
徹

・
洞

」
な
ど
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
「
仙
人
」「
菩
薩
」「
梵
天
」
な
ど
の
神

力
を
示
す
用

語
で
あ
る
。
現
在
ま
で
に

べ
得
た
限
り
で
は
、「
洞

」「
洞

」
以
外
の
「
六

智
慧
」、
す
な
わ
ち
「
洞
空
」「
洞

」「
洞

淸
」「
洞
微
」
に
つ
い
て
は
佛
典
に
お
け
る
用
例
は
あ
ま
り
な
く
、

こ
の
『
智
慧
上
品
大
誡
』
が
「
洞

」「
洞

」
か
ら

似
の
語

句
を
創
作
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

敎
は
し
ば
し
ば
佛
敎
の

語
を
流
用
す
る
が
、
本
經
以
外
に

も
「
六

」
の
語
と
と
も
に
「
洞

」「
洞

」
の
語
を
用
い
て

い
る

敎

が
あ
る
。
今
、『
笑

論
』
が
引
く
「

始

傳
」

に
見
え
る
も
の
と
、『
洞
眞
太
上
太

書
』
に
見
え
る
も
の
と

三
四

『
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
』
の
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て
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を
確

し
た
い
。

北

時
代
、
佛

論

の
中
で
佛
敎
信

で
あ
る

鸞
は
『
笑

論
』（
北

天
和
五
年
﹇
西

五
一
〇
﹈）
を
執
筆
す
る
が
、
そ
こ

で

始
傳
の
佚

を
引
用
す
る
。

鸞
『
笑

論
』

上
（

宣
撰
『
廣
弘

集
』

九
）

五
、
五
佛
の
竝
び
に
興
る
を

ら
か
に
す
。

始
傳
に
云
う
、

老
子
は
上
皇
元
年
を
以
て
下
り
て

師
と
爲
り
、
無
極
元
年

に
靑
牛
の

板
車
に
乘
り
て
關
を
度わた
り
、
尹
喜
の
爲
に
五
千

を

き
て
曰
く
「
吾
れ
天
地
の

に

ぶ
に
、
汝
未
だ

を
得
ざ
れ
ば
、
相
い
隨
う
可
か
ら
ず
。
當
に
五
千

を
誦
す

る
こ
と
萬

な
る
べ
し
。
耳
は
當
に
洞

し
、
目
は
當
に
洞

す
べ
し
。
身
は
能
く
飛
行
し
、
六

四

し
て
、

に

期
せ
ん
」
と
。

（
Ｔ
五
二
｜
一
四
五
下
）

こ
こ
で
老
子
は
尹
喜
に
五
千

を

い
た
上
で
「
こ
れ
を
萬

唱
え
、
洞

・
洞

せ
よ
。（
そ
う
す
れ
ば
）
身
は
あ
ら
ゆ
る

に

無
碍
に
飛
行
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
、

で
落
ち
合
お
う
」

と

べ
た
と
あ
る
が
、
こ
の
無
碍
に
飛
行
で
き
る
と
い
う
點
は
、

佛
敎
の
六
神

に
見
え
る
能
力
で
あ
る
。

ま
た
、『
洞
眞
太
上
太

書
』
で
は
、「
大
誡
」
を
奉
ず
れ
ば

「
六

智
慧
」
が
得
ら
れ
る
と
し
、
こ
の
「
大
誡
」
は
『
智
慧
上

品
大
誡
』
を
指
す
よ
う
に
も
見
え
る
。

『
洞
眞
太
上
太

書
』

十

三
寶
を
學
び
、
徊
玄
を
誦
し
、
大
誡
を
奉
ず
れ
ば
、
能
く
此

の
三
界
の
表
に
超
え
、
六

智
慧
を
洞とお
す
な
り
。
六

智
慧

と
は
、
洞

し
、
洞

し
、
彼
此
生
死
去
來
の
劫
數
を
洞
し
、

十
方
の
有
無
を
洞
し
、
經
誡
の

俗
敎

を
洞
し
、
自
然
の

人
身
を
洞
す
、
是
れ
六

の
大
智
慧
爲
る
な
り
。

（
Ｃ
Ｔ
一
三
五
二
｜
一
〇
｜
七
裏
）

た
だ
し
「
六

智
慧
」
の

體

名

は
「
洞

」「
洞

」

以
外
は
ど
れ
も
異
な
り
、
そ
の

の
「

去
現
在
未
来
世
の
宿
命

を
洞
察
す
る
」
能
力
な
ど
は
む
し
ろ
佛
敎
の
「
六

」
に

い
も

の
で
あ
る
。

『
洞
眞
太
上
太

書
』
と
本
經
と
の

書
時
期
の
先
後
關
係

な
ど
、
更
に

討
す
べ
き
課
題
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の

敎

の
記

は
、

敎
側
が
佛
敎
側
の
「
六

」
の

を
「
洞

」

「
洞

」
と
い
っ
た
用
語
と
共
に
取
り

ん
で
い
っ
た
軌
跡
を
示

三
五

『
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
』
の
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て
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す
も
の
と
考
え
て
い
る
。

小
結

本
稿
で
は
ま
ず
『
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
』
の
テ
キ
ス
ト

立

況
に
つ
い
て

討
し
、
つ
い
で
中
に
收

さ
れ
た
六
種
の
誡

を
統
合
す
る
理
論
が
展
開
さ
れ
る
天

法
箇

に
つ
い
て
、
特

に
「
六

智
慧
」
と
い
う
思
想
を
中
心
と
し
て

討
し
て
き
た
。

テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
北

『
無
上

』
完

時
に
は
少

な
く
と
も
第
一
種
か
ら
第
五
種
の
誡
の
條
目
、

び
そ
の
後
の
天

法
箇

は
存
在
し
、

代

ば
に
は
現

藏
本
・
輯

本
の

容
を
持
つ
テ
キ
ス
ト
は
ほ
ぼ
揃
っ
て
い
た
と
結
論
づ
け
た
。
ま

た
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
佛
敎
の
「
六
神

」
や

「
六
根
」
な
ど
の
思
想
を
基
に
、

敎

や
中
國
佛
敎

に

存
在
し
た
「
誡
神
」

の
影

も
受
け
て

立
し
た
誡
思
想
で
あ

り
、
誡
と
身
體
と
神
と
が
相
互
に
關

性
を
持
っ
て
結
び
つ
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
確

し
た
。「
六

智
慧
」
と
は
「

て
の
色

を
見

す
」「

て
の

を
聞
き

す
」
と
い
っ
た
大
宇
宙
の
は

た
ら
き
で
あ
り
、
こ
の
能
力
は
小
宇
宙
と
し
て
の
人

も

在

に
六

官
に

え
て
い
る
。
し
か
し
一
般
の
人

は
そ
の
六

官

に
由
來
す
る
「
六

」
の
た
め
に
却
っ
て
身
體
を
損
な
っ
て
い
る

の
で
誡
が
必

だ
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

體

に
は
、
六

官
に
宿
る
神
々
が
大
宇
宙
と
、
小
宇
宙
と
し
て
の
人

と
を
媒

介
し
、
破
誡
す
れ
ば
身
體
か
ら
離
れ
る
が
守
誡
す
れ
ば
離
れ
ず
に

身
を
獲
り
、
更
に
修
行
に
勵
め
ば
「
六

智
慧
」
を
得
て
昇
仙
で

き
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
誡
神
」

に
は
上
淸
經
の

神
の
影

も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
受
誡

に
身
體
に
宿
る
神
々
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

「
六

智
慧
」
の

は
、
佛
敎
に
お
け
る
衆
生
の
「
六
根
」
と

佛
・
菩
薩
の
「
六
神

」
と
を
繫
げ
て
發
想
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
が
、
發
想
は
佛
敎
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ

に
は
世
界
や
身
體
の
存
在
を
「
空
」
な
る
も
の
と
見
な
す
佛
敎
と

「
實
」
に
し
て
「
自
然
」
な
る
も
の
と
見
な
す

敎
と
の
存
在
論

上
の
相

が
如
實
に
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

註�１
）

本
稿
の
執
筆
に
當
た
り
參
考
に
し
た

は
以
下
の

り

三
六

『
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
』
の
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て
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で
あ
る
。

・
吉
岡
義
豐
「
敦
煌
本
十
誡
經
に
つ
い
て
」（『
塚
本
博
士
頌
壽

記
念

佛
敎
史
學
論
集
』
一
九
六
一
、
後
『
吉
岡
義
豐

作

集
』
第
二

に
收

）

・
同
右
「
佛
敎
十
誡
思
想
の
中
國

受
容
」（『
宗
敎

究
』
第

一
六
八
號
、
一
九
六
一
、
後
『
吉
岡
義
豐

作
集
』
第
二

に
收

）

・
同
右
「
佛
敎
の
影

に
よ
る

敎
誡
の
形

｜
特
に
十
誡
十

二
可
從
を
中
心
と
し
て
｜
」（『
日
本
佛
敎
學
會
年
報
』
第
三

二
號
一
九
六
七
、
後
『
吉
岡
義
豐

作
集
』
第
二

に
收

）

・
大
淵

爾

“
O
n
 
K
u
 
L
in

g
-P

a
o
-C

h
in

g
”

A
C
T
A

 
A
S
IA

T
IC

A
 
27

、
一
九
七
四
（
後
「
靈
寶
經
の
基
礎

究
」
の
題
で
『

敎
と
そ
の
經
典
』
創

社
一
九
九
七
、
に

收

。
特
に
「
四
、
靈
寶
經
の
誡
に
つ
い
て
」
を
參
考
）

・
楠
山
春
樹
「
淸
信
弟
子
考
｜

士
の
階

に
關
す
る
一
試
論

｜
」（
牧
尾
博
士
頌
壽
記
念
『
中
國
の
宗
敎
・
思
想
と
科
學
』

國
書
刊
行
會
一
九
八
四
、
後
『

家
思
想
と

敎
』
平
川
出

版
社
一
九
九
二
、
に
收

）

・
同
右
「

敎
に
お
け
る
十
誡
」（『

家
思
想
と

敎
』
同

右
）

・
牧
田
諦
亮

『
疑
經

究
』
第
三

、
第
四

（
京

大
學

人

科
學

究

一
九
七
六
）

・
田
中

雄
「
六

佛
敎
に
於
け
る
五
常
と
五
誡
の
融
合
に
つ

い
て
」（『
大
正
大
學
大
學
院

究
論
集
』
第
六
號
一
九
八

二
）

・
同
右
「
六

知
識
人
の
五
誡
理
解
の
一
側
面
」（『
豐
山
敎
學

大
會
紀

』
第
一
〇
號
一
九
八
二
）

・
同
右
「
五

身
體

の
神

」（『
中
國
密
敎
�
シ
リ
ー
ズ
密

敎
三
�』
春
秋
社
一
九
九
九
）

・
池
平
紀
子
「

敎
と
中
國
撰

經
典
」（
堀
池
信
夫
、
砂
山

稔

『

敎

究
の

先
端
』
大
河
書

二
〇
〇
六
）

・
同
右
「
佛
・

中
の
誡
神

に
見
ら
れ
る
人
と
神
々
と

の
共
生
に
つ
い
て
」（
田
中

雄
、T

erry K
leem

an

『

敎
と
共
生
思
想
』、
大
河
書

二
〇
〇
九
）

・
同
右
「
佛
・

に
お
け
る
五
誡
の
受
持
と
二
十
五
神
の
守
護

に
つ
い
て
」（『
東
方
學
』
第
一
一
六
輯
二
〇
〇
八
）

・
同
右
「
儒
敎
に

協
し
た
佛
敎
｜
『
父
母
恩
重
經
』
と
『
提

謂
經
』』（
堀
池
信
夫
、
渡
邉
義

、
菅
本
大
二

『
知
の
ユ

ー
ラ
シ
ア
三

激

と

和

儒
敎
の
眺

』

治
書
院
二
〇

一
三
）

・
劉
屹
�
古
靈
寶
經
〞
未
出
一

〝

究
�（�
中
華

史
論

叢
�
二
〇
一
〇
年
四

總
第
一
〇
〇
期
、
八
一
）

�2
）

“
C
o
n
co
rd

a
n
ce
 
d
e
 
T
a
o
-tsa

n
g
”

經
典
番
號
一
七
七
、
上

涵
芬
樓
本
『
正
統

藏
』
第
一
葉

葉
を
表
す
。
Ｃ
Ｔ
番
號
は

出
時
の
み
示
す
。

三
七

『
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
』
の
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て
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�3
）

敦
煌
寫
本
ペ
リ
オ
二
八
六
一
を
表
す
。
ス
タ
イ
ン
本
は
Ｓ
で
示

す
。

�4
）

大
淵
一
九
九
七
、
七
七
頁
參
照
。『
靈
寶
中
盟
經
目
』
と
『
齋

壇
安
鎭
經
目
』
で
は
經
名
を
『
智
惠
上
品
大
誡
經
』
と
記
す
。

『
靈
寶
經
目
』
に

げ
ら
れ
る
『
太
上
洞
玄
靈
寶
智
慧
上
品
大
誡
』

に
つ
い
て
は
、
そ
の

後
の
記

も
含
め
、「
已
出
」「
未
出
」

數
や

句
箇

の
問
題
に
お
い
て
義
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
本
經
の
原

形
態
と
考
え
ら
れ
る
點
に
つ
い
て
は

見
は

一
致
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
本
稿
で
は
そ
れ
以
上
踏
み

ま
な

い
。
劉
屹
二
〇
一
〇
參
照
。

�5
）

Ｓ
五
七
四
六
の

切
れ
て
い
る

後
の

字
は
「
誡
」
で
あ
り
、

Ｓ
六
二
九
〇
は
そ
の

の
「

」
字
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
、

筆
跡
も

似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
兩
本
は
切

さ
れ
別
々
に
保

存
さ
れ
て
い
た
同
一
寫
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

�6
）

吉
岡
一
九
六
一
・
一
九
六
七
參
照
。

�7
）

楠
山
一
九
八
四
參
照
。

�8
）

牧
田
一
九
七
六
、
池
平
二
〇
〇
六
・
二
〇
一
三
參
照
。

�9
）
（
西
╱
口
╱
洞

）
の
本

は
以
下
の

り
。「
天

言
、
西
爲

洞

少
陽ａ
之

、

出
於

、
智
微
慧

、
故
曰
洞

。

之
無

礙
、
洞

窮
、
少
陰ｂ
之

、
雖
曰
一

智
慧
、
而
五
味
總
焉
。」

（
一
二
表
）。
こ
の
「

」
に
つ
い
て
、

ａ
で
は
「
少
陽
」
と
し

ｂ
で
は
「
少
陰
」
と
し
て
お
り
不
統
一
。『
易
』
の
四

を
參
考

に
す
れ
ば
、「
少
陰
」
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

�10
）

他
に
『
莊
子
』
外

・
天
地

、『
淮
南
子
』

神
訓
に
も
有

り
。

�11
）
「
誡
神
」
と
い
う
タ
ー
ム
は
『
無
上

』

四
五
（
四
五
｜

二
〇
表
）
や
『
潅
頂
經
』

三
（
Ｔ
二
一
｜
五
〇
三
中
）
等
に
出

る
。

�12
）
『
提
謂
經
』
の
誡
神

と
し
て
は

の
よ
う
な
箇

が

げ
ら

れ
る
。「
佛
言
、
人
持
一
誡
完

有
五
福
。
五
誡
完

有
廿

五
福
。
失
一
誡
有
五

、
五
善
神
去
之
。
犯
五
誡
廿
五
善
神
去

之
。」（
牧
田
一
九
七
六
、

Ｐ
、
一
九
七
）。
ま
た
、「
洞
神
五
誡
」

の
誡
神

と
し
て
は

の
よ
う
な
箇

が

げ
ら
れ
る
。「
是
爲

五
誡
、
五
老

君
、
各

一
十
五
神
、
防
護
受
持

身
。」（
四
六

｜
一
四
裏
）。
共
に
池
平
二
〇
〇
八
、
二
〇
〇
九
參
照
。

�13
）

他
に
『
雲
笈
七
籤
』

八
、
釋
三
十
九

經
「
第
一

。
高
上

皇
君
曰
。
元
氣
生
於
九
天
之
上
、
名
曰
辟
非
。
辟
非
之
煙
、
下

入
人
之
身
、
而
爲

梁
之
氣
、
居
人
五
藏
之
中
、
處
乎
心
華
之
下
。

…
…

元
羽
童
、
乃
人
鼻
之
神
也
。」（
八
｜
一
ａ
）
な
ど
。

�14
）
『
大
正
新
修
大
藏
經
』

一
第
五
四
葉
中
段
を
表
す
。

�15
）
『
論
衡
』
實
知
「
先
知
之
見
方
來
之
事
、
無

洞

之
聰

、

皆
案
兆
察
跡
、
推
原
事

。」、『
抱
朴
子
』

論
仙
「
自
不
若

斯
、
則
非
洞

、
安
能
覿
其
形
。
非
徹

、
安
能
聞
其
聲

哉
。」、『
列
子
』

「（
張
湛

）
神
能
獨
游
、
身
能

。
耳

可
洞

、
目
可
徹
照
。」
等
。

�16
）

他
に
『
六
度
集
經
』

七
「
菩
薩
心
淨
、
得
彼
四
禪
、
在

三
八

『
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
』
の
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て
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由
。

飛
、
履
水
而
行
。
分
身
散
體
、
變

萬
端
。
出
入
無

、
存

自
由
。
摸
日

、
動
天
地
。
洞

徹

、
靡
不
聞
見
。」

（
Ｔ
三
｜
三
九
中
）、

・
支

譯
『
佛

太
子
瑞
應
本

經
』

下
「
至
梵
自
在
、
眼
能
徹

、
耳
能
洞

、

悉
預
知
。

天
人

龍
鬼
神

行
蠕
動
之

、
身
行
口
言
心

慾
念
、
悉
見
聞
知
。」

（
Ｔ
三
｜
四
七
八
上
）
な
ど
。

執

筆

紹

介

髙
橋
�

原
）あ
や
の

關
西
大
學
非
常

師

池
平

紀
子

京

產
業
大
學

師

廣
田

律
子

神
奈
川
大
學
敎
授

吉
野

晃

東
京
學
藝
大
學
敎
授

大
野

裕
司

北
京
科
技
大
學
外

敎
師

酒
井

規
史

慶
應
義
塾
大
學
專
任

師

山
田

俊

熊
本
縣
立
大
學
敎
授三

九

『
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
』
の
「
六

智
慧
」
に
つ
い
て


